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日本の学位の付記名称の現状（学士）

アメリカにおける細分化抑制の機能

学位の機能とは
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問題関心の所在
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問題関心の所在

わが国における学位に付記される専攻分野の
名称の細分化

学問の細分化？

 600を超える「学士（○○）」

 →森 資料１ 教育学術新聞アルカディア学報No.283
（2007年5月23日号）
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日本の学位の付記名称の現状

(学士)
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2009年調査の概要

調査対象

学士課程を置く大学（含通信制大学）743校
 回答校686校，回答率92.3％

修士課程を置く大学583校
 回答校541校，回答率92.8%

博士課程を置く大学427校
 回答校404校，回答率94.6%

http://www.niad.ac.jp/n_shuppan/meishou/index.html
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学士（○○）の種類

○○の中身が600種類以上
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大綱化前の29種類はどうなっているのか
学士に付記される
専攻分野の名称

名称を用いて
いる大学数(校)

備考
学士に付記される
専攻分野の名称

名称を用いて
いる大学数(校)

備考

文学 137 薬学 68
教育学 99（うち教育10） 看護学 170
神学 8 保健衛生学 11
社会学 48 鍼灸学 6
教養 24（うち教養学7） 栄養学 38（うち栄養1）
学芸 1 工学 148
社会科学 7 芸術工学 5
法学 101（うち法1） 商船学 0
政治学 14 農学 40
経済学 146（うち経済5） 獣医学 16
商学 39 水産学 4
経営学 131（うち経営4） 家政学 17
理学 74 芸術 33（うち芸術学11）
医学 79 体育学 14
歯学 27
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オリジナル・ブランドの学士(○○)
1大学のみで付記されている専攻分野の名称

 2009年の調査で427種類

 オリジナル・ブランド（OB）のほうが多い

 大学審議会『大学教育の改善について』（91年2月）

 「社会的通用性を確保するためにその種類を過度に細分化
しないようにすべきである」

→これは「過度の細分化」では？
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オリジナル・ブランド付記の状況（１）
OB学位数
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オリジナル・ブランド付記の状況(2)
OB学位の授与者の設置者別構成比
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アメリカにおける

細分化抑制の機能
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州による抑制の例

ニューヨーク州

 州内の高等教育機関が授与できる学位の名称として
学士25種類

修士41種類

博士34種類（名誉学位を除く）を規定している。→森資料2

 参考：大綱化以前のわが国では
学士29種類

修士28種類

博士19種類
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地域アクレディテーションによる抑制の例

ニューイングランド協会（NEASC)
 アクレディテーション基準において，学位には「米国
の高等教育機関の通例に則り，適切な名称をつける
こと」を求める・

14



専門アクレディテーションによる抑制の例

工学技術教育協会（ABET）
 学部や学科の名称に関して，「プログラムの名称の
選択は教育機関の特権であるが，プログラム名称が
増殖することは，実質上同じ内容のプログラムが異な
る名称を持つことに繋がり，学生，入学希望者，雇用
者など社会に混乱を来すため好ましくない」という見
解を表明

 参考：「米国の高等教育機関の通例」のひとつとして
参照されるClassification of Instructional 
Programs: CIP （連邦教育省NCES開発）
http://nces.ed.gov/pubs2002/cip2000/ 15



学位の機能とは
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資格としての学位

コミュニケーション・コストの低減の機能は果たさ
れているか？

付記される専攻分野の名称にはどのような意味
があるのか？

 独自性／新規性→学生募集への効果

「学士（○○）」に実質的な意味はあるのか？

 「△△大学卒」の圧倒的な優位性？

急激な付記名称の種類の抑制による学位取得
者の不利益は？
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ご清聴ありがとうございます

r m o r i @ n i a d . a c . j p
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【森 資料１】 アルカディア学報（教育学術新聞掲載コラム） 2007 年 5 月 23 日号 

http://www.shidaikyo.or.jp/riihe/research/arcadia/0283.html 

No.283 

 細分化する「学問」 －学位に付記される専攻分野の名称 

研究員 森 利枝（大学評価・学位授与機構准教授） 

《大学設置基準の「厳格化」議論》 

 この５月中旬、文部科学省は大学設置基準の一部を来年度から改正する方針を明らかに

した。公表された改正案の一項目には「大学は、授業科目の開設について、必要な教員組織、

施設設備を備えた上で『自ら』授業科目を開設するものであるとの原則を明確化するもの」と

いう解説が付されている。一部新聞報道では 大学設置基準の「厳格化」とも呼ばれているこ

の案であるが、カッコ書きされた「自ら」に、万感の思いを読み取るのは決して深読みではな

いだろう。平成３年 の大学設置基準の大綱化以降、構造改革特区における株式会社立大学

の参入を経て、とくに近年になって表面化したのは、大学の授業が、必ずしも「自ら」構成 し

たカリキュラムに沿って、「自ら」の構成員として採用した教員によって行われるとは限らない

という事態である。そもそも大綱化にあたっては、大学が「自 ら」ある一定の規範を維持する

ことが期待されていたはずである。つまり、「大学」を名にし負う教育機関には、規制がなくて

も結果的にある規範を維持する何 か―それをここでは大学の文化的同質性と呼びたい―が

共有されていると思われていたが、事実はそうではなかったということであろう。 

 大学設置基準の「大綱化」と「厳格化」は、それぞれ高等教育のアクセシビリティとクオリティ

を保証する上で、適正なバランスを要求されることがらであ る。大綱化によって可能になった

いくつかの授業形態は、高等教育へのアクセシビリティを高めるものであり、学生の利便性を

向上させていることは言うまでも ない。しかし、過度な規制緩和の状態もまた、高等教育のク

オリティに疑義を抱かしめ、最終的には学生の不利益になりうるということは衆目の一致する

ところ であろう。来年度の設置基準の一部改正は、緩和された規制の揺り戻しのように見え

る。 

 《学位に付記する専攻分野の名称》 

 平成３年の大綱化によってもたらされた変化は枚挙にいとまがないが、象徴的なものとして

は学位の表記のしかたが挙げられる。それまでは学位は○○博士、 ○○修士というように、

学位規則により博士 19 種類と修士 28 種類が定められ、また当時は学位の位置づけにはな

かった学士についても、大学設置基準によって 29 種類が定められていた。しかし大綱化以降

は、各大学において博士、修士、学士の学位を授与する際にはその定めるところにより専攻

分野を付記するもの とされ、現在見られるように博士（○○学）といった表記が採用されるよ

うになっている。 

 筆者が勤務する大学評価・学位授与機構では、学位授与事業を支える調査研究の一環と

して、平成５年以来、全国の国公私立大学が学位を授与する際に付記している専攻分野の

名称について調査している。各大学のご理解を得て調査への回答率はおおむね例年 95％程

度である。議論を単純化するために学士のみに関して言うと、大綱化以前に称号として定め

られていたのは前述の通り 29 種類であったものが、平成６年度に付記された専攻分野の名

称は調査できた限りで 250 種類になっている。翌平成７年度には 292 種類と大綱化以前の

10 倍、17 年度には 580 種類を数え、大綱化以前のちょうど 20 倍に増加している。平成 18

年度の調査においては、未確定値ながら 600 種類を越える専攻分野の名称が、学士の学位

の授与の際に付記されているという調査結果が得られている。修 士、博士の学位に付記さ

れる専攻分野の名称の種類は、実態上学士における名称の種類よりも少なくかつ学士にお

ける名称におおむね包摂されており、また学 士、修士、博士を通じてこの付記される専攻分

野の名称以上に大きな分野の分類はない（付記される名称が最も大きい分類である）。従っ
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て、我が国の「学問」 にはざっと 600 種類の分野が存在しているということになる。そんなこと

がありうるだろうか。 

 学問の種類といっては大上段に振りかざしすぎであるとしても、学士のレベルで、専攻分野

が 600 種類以上あるというのは事実である。こうなるまでの経緯 を振り返ると、そもそも大綱

化の直前には、平成３年２月の大学審議会答申「大学教育の改善について」においてもみら

れるように、学士の種類 29 種類は当時 の学部の種類 91 種類に比して少ないという議論が

なされている。そして翌年度から、修士、博士の学位の種類に関する規定を廃止することと、

新たに学位とされた学士の種類も定めないこととされた。つまり学位は学士、修士、博士の三

種類とし、各大学が個別に専攻分野の名称を付記することとされたのである。ただ し、社会

的通用性を確保するためにその種類を過度に細分化しないようにすべきであるという議論も

同時になされている。 

 現実には、先述の通り昨年度わが国で授与された学士の学位に付記された専攻分野の名

称が 600 種類を越えている。ではこの数字は「過度の細分化」にあたるだろうか。 

 そのことを考えるには、やや詳細に実態をみる必要があるだろう。そこでこれら専攻分野の

名称のうち、どれだけの名称が複数の大学によって「学士」に付記 されているかついてみる

ことにする。たとえば「工学」は 154 の大学で専攻分野の名称として付記されており、「文学」

は 150 大学、「体育学」は 12 大学、「水産学」は６大学で付記されている。このような見方で、

少なくとも２大学以上が用いている名称の種類を調べると約 220 種類ある。すなわち残りの約 

380 種類、６割を超えるものが、特定の一大学でしか付記されていない、いわばオリジナル・

ブランドの「学位に付記する専攻分野の名称」であるという調査結果になっているのである。 

 《学位の機能とはなにか》 

 学位の機能がなにかということに関しては議論の余地があるかも知れないが、少なくとも学

位は資格であるという考えに基づけば、資格である以上学位にはコミュニケーション・コストの

低減という機能があるはずである。すなわちある個人がどのような分野でどの程度の学習を

了えているかという情報を、長々しい説 明や付加的な試験などなしに、簡潔に明示する機能

が期待されているはずである。しかし学位に付記する専攻分野の名称が 600 種類を超え、か

つそのうち６割 以上が一つの大学でしか用いられないという実態をみるに、学位に専攻分野

の名称を付記することによってコミュニケーション・コスト低減の機能が果たされているとは考

えがたい。 

 もちろん単一の大学でしか用いられていない専攻分野の名称の中にも、伝統的な学問分野

の名称を反映したものもあり、それらが、いわば偶然に二つ以上の大学に採用された「斬新

な」名称よりもコミュニケーションの機能は高いということは考えられる。また専攻分野の名称

に大きな影響を与える学部や学科の名称に関して、一時期文部省が決然として、大幅な多様

化を促進する指導を行っていたという経緯を見れば、現状は大学だけが選び取った結果であ

るとはいえない。し かしいずれにせよ、学位を付記される専攻分野の名称からみたとき、概

して、「社会的通用性」が担保されているとは言い難い状況にあることは事実である。 

 このような、専攻分野の細分化は、ではいかにすれば抑止できるのであろうか。あくまでも

一例としてアメリカでの実践を例に取ると、たとえばニューヨーク 州は州内の高等教育機関

が授与できる学位の名称として学士 25 種類、修士 41 種類、博士 34 種類（名誉学位を除く）

を規定している。また地域適格認定団体 であるニューイングランド協会では、アクレディテー

ション基準において、学位には「米国の高等教育機関の通例に則り、適切な名称をつけるこ

と」を要件にしている。また理工学系の専門適格認定団体のＡＢＥＴは、学位の名称ではなく

学部や学科の名称に関してであるが、「プログラムの名称の選択は教育機関の特権 である

が、プログラム名称が増殖することは、実質上同じ内容のプログラムが異なる名称を持つこと

に繋がり、学生、入学希望者、雇用者など社会に混乱を来すため好ましくない」という方針を

示している。 
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 もしわが国において、冒頭述べたような大学における文化的同質性がいまだ醸成されてい

ないのならば（あるいはそのような同質性は固より必要でないというのならばなおさら）、学位

というものに実質的な機能を負わせるためにはそれに付記する専攻分野の名称の細分化に

ついて改めて議論をする必要があるように思 う。大学という組織にとっては、学位にどんな

名前を付けているかということによって齎される利害得失は見えにくいものかも知れないが、

個人にとって自分の 持つ学位にどんな名前が付いているかということは、深刻な問題である

べきだからである。 

 



【森 資料2】 ニューヨーク州が公認する学位の名称一覧 

General Degrees in Course. 
Liberal Arts and Science:  
Associate in Arts (A.A.) 
Associate in Science (A.S.) 
Bachelor of Arts (A.B. or B.A.) 
Bachelor of Science (B.S.) 
Master of Arts (A.M. or M.A.) 
Master of Science (M.S.) 
Master of Philosophy (M.Phil.) 
Doctor of Philosophy (Ph.D. 
Professional Studies: 
Bachelor of Professional Studies (B.P.S.) 
Bachelor of Technology (B.Tech.) 
Master of Professional Studies (M.P.S.) 
Doctor of Arts (D.A.) 
Doctor of Professional Studies (D.P.S.)  
 
Specialized Degrees in Course. 
Applied Science: 
Associate in Applied Science (A.A.S.) 
Architecture: 
Bachelor of Architecture (B. Arch.) 
Master of Architecture (M. Arch.) 
Business Administration: 
Bachelor of Business Administration (B.B.A.) 
Master of Business Administration (M.B.A.) 
Master of Management in Hospitality (M.M.H.) 
Dentistry:  
Doctor of Dental Surgery (D.D.S.) 
Education:  
Bachelor of Science in Education (B.S. in Ed.) 
Master of Arts in Teaching (M.A.T.) 
Master of Education (Ed.M. or M.Ed.) 
Master of Science for Teachers (M.S.T.) 
Master of Science in Education (M.S. in Ed.) 
Doctor of Education (Ed.D.) 
Engineering: 
Bachelor of Engineering (B.E.) 
Master of Engineering (M.E.) 
_________________ Engineer (__.E.) 
Doctor of Engineering (D. Eng.) 
Doctor of Engineering Science (Eng.Sc.D.)  
Fine Arts: 
Bachelor of Fine Arts (B.F.A.) 

Bachelor of Industrial Design (B.I.D.) 
Master of Fine Arts (M.F.A.) 
Master of Industrial Design (M.I.D.) 
Forestry:  
Master of Forestry (M.F.) 
Industrial and Labor Relations: 
Master of Industrial and Labor Relations (M.I.L.R.) 
International Affairs:  
Master of International Affairs (M.I.A.) 
Landscape Architecture:  
Bachelor of Landscape Architecture (B.L.A.) 
Master of Landscape Architecture (M.L.A.) 
Law:  
Bachelor of Laws (LL.B.) 
Master of Comparative Jurisprudence (M.C.J.) 
Master of Comparative Law (M.C.L.) 
Master of Laws (LL.M.) 
Doctor of Juridical Science (S.J.D.) 
Doctor of Law (J.D.) 
Doctor of the Science of Law (J.S.D.) 
Library Science:  
Bachelor of Library Science (B.L.S.) 
Master of Library Science (M.L.S.) 
Doctor of Library Science (L.S.D.) 
Medical Technology:  
Bachelor of Science in Medical Technology (B.S. in 
Med. Tech.) 
Medicine:  
Doctor of Medicine (M.D.) 
Doctor of Medical Science (Med.Sc.D.) 
Music:  
Bachelor of Music (Mus.B. or B.M.) 
Bachelor of Sacred Music (S.M.B.) 
Master of Music (Mus.M.) 
Master of Sacred Music (S.M.M.) 
Doctor of Musical Arts (D.M.A.) 
Doctor of Sacred Music (S.M.D.) 
Nursing:  
Bachelor of Science in Nursing (B.S. in Nursing) 
Doctor of Nursing Science (D.N.S.) 
Nutritional Science:  
Master of Food Science (M.F.S.) 
Master of Nutritional Science (M.N.S.) 
Occupational Studies: 



Associate in Occupational Studies (A.O.S.)  
Optometry:  
Doctor of Optometry (O.D.) 
Osteopathic Medicine:  
Doctor of Osteopathic Medicine (D.O.) 
Pharmacy:  
Bachelor of Science in Pharmacy (B.S. in Pharm.) 
Master of Science in Pharmacy (M.S. in Pharm.) 
Doctor of Pharmacy (Pharm.D.) 
Planning:  
Bachelor of Planning (B.Plan.) 
Master of Regional Planning (M.R.P.) 
Master of Urban Planning (M.U.P.) 
Podiatry:  
Doctor of Podiatric Medicine (D.P.M.) 
Public Administration:  
Master of Public Administration (M.P.A.) 
Doctor of Public Administration (D.P.A.) 
Public Health:  
Master of Health Administration (M.H.A.) 
Master of Public Health (M.P.H.) 
Doctor of Public Health (D.P.H.) 
Religious Education:  
Bachelor of Hebrew Literature (B.H.L.) 
Bachelor of Religious Education (B.R.E.) 
Master of Hebrew Literature (M.H.L.) 
Master of Religious Education (M.R.E.) 
Doctor of Hebrew Literature (D.H.L.) 
Doctor of Religious Education (D.R.E.) 
Social Science:  
Master of Social Science (M.S.Sc.) 
Doctor of Social Science (D.S.Sc.) 
Social Work:  
Bachelor of Social Work (B.S.W.) 
Master of Social Work (M.S.W.) 
Doctor of Social Welfare (D.S.W.) 
Theology:  
Bachelor of Divinity (B.D.) 
Bachelor of Sacred Theology (S.T.B.) 
Bachelor of Theology (Th.B.) 
Master of Divinity (M.Div.) 
Master of Sacred Theology (S.T.M.) 
Master of Theology (Th.M.) 
Doctor of Ministry (D.Min.) 
Doctor of Theology (Th.D.)  
 
 

Veterinary Medicine:  
Doctor of Science in Veterinary Medicine (D.Sc. in 
V.M.) 
Doctor of Veterinary Medicine (D.V.M.) 
Chiropractic:  
Doctor of Chiropractic (D.C.) 
Psychology:  
Doctor of Psychology (Psy.D.) 
Physical Therapy:  
Master of Physical Therapy (M.P.T.) 
Doctor of Physical Therapy (D.P.T.) 
Audiology:  
Doctor of Audiology (Au.D.) 
 
Honorary Degrees. 
Doctor’s Degrees:  
Doctor of Civil Law (D.C.L.) 
Doctor of Commercial Science (D.C.S.) 
Doctor of Divinity (D.D.) 
Doctor of Fine Arts (D.F.A.) 
Doctor of Hebrew Letters (D.H.Litt.) 
Doctor of Humane Letters (L.H.D.) 
Doctor of Jewish Theology (D.J.T.) 
Doctor of Laws (LL.D.) 
Doctor of Letters (Litt.D.) 
Doctor of Music (Mus.D.) 
Doctor of Pedagogy (Pd.D.) 
Doctor of Sacred Theology (S.T.D.) 
Doctor of Science (Sc.D.) 
Master’s Degrees:  
Master of Humane Letters (L.H.M.) 
Master of Letters (Litt. M.) 
Master of Pedagogy (Pd.M.) 
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